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《研究の概要》

本研究は、算数科において、筋道を立てて考え、表現する力を高めることを目指したも

のである。手立てとなる「ひらめきiシート」は、１単位時間に習得した「知識・技能」

だけでなく「考え方」を振り返り、児童自身の言葉や式、絵や図を用いて表現する一覧表

である。この「ひらめきiシート」に表現された「知識・技能、考え方」を新たな問題解

決の過程で活用し、児童自ら根拠を明確にして考え、表現する活動を取り入れる。「ひら

めきiシート」に表現する「知識・技能、考え方」は、『活用し、身に付ける「知識・技

能、考え方」を明確にした単元構想』を基に捉え、指導・評価を行う。このような学習活

動を単元を通して繰り返し行い、その有効性を明らかにした。
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Ⅰ 主題設定の理由

21世紀の「知識基盤社会」において必要とされる「生きる力」をはぐくむ教育の重要性が増す一方で、

各種の国際調査から、日本の児童生徒は「思考力・判断力・表現力などを問う読解力や記述式問題、知

識・技能を活用する問題に課題がある」ことが明らかになった。現行の小学校学習指導要領解説の算数

編では「数学的な思考力・表現力を育成するために、根拠を明らかにし筋道を立てて考えること、さま

ざまな表現方法の相互の関連を理解し、適切に用いて問題を解決したり、自分の考えを分かりやすく説

明したりする学習活動の充実」を挙げた。また、目標でも「日常の事象について見通しをもち筋道を立

てて考え、表現する能力を育てる」ことを掲げ、算数科の重要なねらいとしている。

「筋道を立てて考える」ことは、正しいことを見いだしたり、見いだしたものや自分の判断の正しさ

などを説明したりするときに必要である。その際、推測したり前提を基にして説明したり、「数学的な

考え方」を用いながら身に付けた「知識・技能」を活用する。つまり、「筋道を立てて考え、表現する

力」は、「どのように考えるか」に必要な「数学的な考え方」を意識しながら、「知識・技能」を活用

していく学習活動によって育まれると言える。

群馬県では、平成25年度に行われた全国学力・学習状況調査において、『主として「活用」に関する』

Ｂ問題が全国平均を3.4ポイント下回り課題となっている。平成26年度は改善が見られたものの、まだ

十分とは言えない。Ｂ問題は、問題を的確に捉え、筋道を立てて考えたり、数学的に表現したりする力

を評価するものである。このことからも、「知識・技能、考え方」を活用し、筋道を立てて考え、表現

する活動の改善・充実を図ることが求められていると言える。

しかし、現場では問題解決的な学習が行われているが、どのような「知識・技能、考え方」を活用し、

根拠として考え、表現すれば良いかを明確にして指導しているとは言えない。特に、どのような「考え

方｣を活用し、身に付けるのかが曖昧で、「知識・技能」を与える形式的な指導が見られる。また、限

られた児童の考えで学習が進み、一人一人が主体的に「知識・技能、考え方」を活用し、身に付ける学

習活動や手立てが十分とは言えない。そのため、答えが出せれば満足してしまい、根拠を基に考え、説

明することができない児童がいる。また、友達の考えから課題解決やまとめをして分かったつもりにな

り、「知識・技能、考え方」を活用し、身に付けることができない児童もいる。「筋道を立てて考え、

表現する力」を育てるためには、「数学的な考え方」を意識した学習過程において、どのような「知識

・技能、考え方」を活用し、身に付けるのかを明確にして課題解決し、振り返らせる必要がある。また、

それらの活動が児童の主体的な活動となり、個の変容を評価・指導し、一人一人の力を高められるよう

な手立てを工夫する必要がある。

以上のことから、本研究では「筋道を立てて考え、表現する力を高める」ための手立てとして、「ひ

らめきiシート」を取り入れる。「ひらめきiシート」は、１単位時間の学習で児童が身に付けた「知識

・技能、考え方」を振り返り、自分の言葉や図で記述していくものである。「ひらめきiシート」に自

ら記述した「知識・技能、考え方」は、次の時間の学習過程で、根拠などとして用いながら自ら考え、

表現する活動に活用していく。教師は、「ひらめきiシート」に記述する児童の図や言葉を具体的に捉

え、指導・評価するために、どのような「知識・技能、考え方」活用し、身に付けるのかを明確にした

指導を行う。このような実践を通して、児童一人一人の「筋道を立てて考え、表現する力」を高めるこ

とができると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

算数科指導において、筋道を立てて考え、表現する力を高めるために、「ひらめきiシート」を用い

た「知識・技能、考え方」を活用する活動を取り入れることの有効性を明らかにする。



- 2 -

Ⅲ 研究仮説（研究の見通し）

『活用し、身に付ける「知識・技能、考え方」を明確にした単元構想』を基に、次のような１単位時

間の学習過程で「ひらめきiシート」を用いた活動を取り入れ、単元を通して繰り返し行うことで｢筋

道を立てて考え、表現する力」を高めていく。

１ １単位時間の「つかむ」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、解決に使えそうな「知

識・技能、考え方」を、見付けたり確認したりする活動を取り入れれば、自ら適切な見通しを持つ

ことができるであろう。

２ １単位時間の「解決・交流する」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、解決に使えそ

うな「知識・技能、考え方」を基に、根拠や手順などを確かめながら考え、説明する活動を取り入

れれば、自ら根拠を明らかにして考えたり、表現したりできるであろう。

３ １単位時間の「まとめる」過程において、「ひらめきiシート」に、本時で学んだ「知識・技能、

考え方」を図や言葉で記述する活動を取り入れれば、自ら分かったことを振り返り、より良い考え

や表現を取り入れて、筋道を立てて表現することができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(1) 主題に関わる考え方

① 「筋道を立てて考え、表現する」とは

小学校学習指導要領解説算数編の第２章、第１節「算数科の目標」（３）では、「筋道を立てて

考える」とは、根拠を明らかにしながら、一歩ずつ進めていくという考えであり、演繹的な考え方

や帰納的な考え方、類推的な考え方があると述べている。算数科においては、見通しをもち筋道を

立てて考えたり表現したりする力を高めていくことが、重要ねらいであると強調している。また、

考える能力と表現する能力とは補完し合う関係にあり、表現することで、筋道を立てて考えたり、

より良い考えを作ったりできると説明している。特に、具体物や言葉、数、式、図、表グラフなど

を用いて自分の考えを表現し、説明することの重要性を述べている。これらのことから、筋道を立

てて考え、表現する力は、帰納・演繹・類推などの「数学的な考え方」を働かせながら、根拠とな

る「知識・技能、考え方」を活用していく活動によって育まれると言える。よって、本研究では、

「筋道を立てて考え、表現する」ことを『数学的な考え方を用いて「知識・技能、考え方」を活用

し、根拠を明らかにして考え、図や式、言葉などを用いて説明する』と捉え、目指す児童像とする。

② 「筋道を立てて考える」ことに用いる「数学的な考え方」について

小学校学習指導要領解説算数編では、三つの「数学的な考え方」を挙げ、「類推的な考え方」が

類似の場面から推測すること、「帰納的な考え方」が具体例を調べて共通性を見付けること、「演

繹的な考え方」がある前提を基にして説明していくことと捉えている。また、片桐(2007)は、著書

｢数学的な考え方の具体化と指導｣において、「数学的な考え方」は、問題解決に必要な知識・技能

に気付かせ、知識・技能を導き出す力である」と述べている。つまり、「数学的な考え方」を用い

ることは、既習の「知識・技能、考え方」を活用することと深く関わっていると言うことができる。

よって、筋道を立てて考えるためには、どの「数学的な考え方」を用いて、どのような「知識・技

能、考え方」を活用するのかを明確にし、学習活動の中で意識化・具体化していかなければならな

い。本研究では、筋道を立てて考える問題解決の過程で用いられる「数学的な考え方」について、

片桐のものを参考に取り入れた。主なものについては、「２ 先行研究とのつながり」に示す。
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(2) 副主題に関わる考え方

① 「ひらめきiシート」とは

「ひらめきiシート」は、１単位時間で学習して分かったことを、授業の終末で児童自身が自分

の言葉や図で記述するものである。単元を通して記述し、単元ごとに学習したことを一覧表にして

まとめていく。「ひらめきiシート」の「 i 」は、筋道を立てて考え、表現する力を高めるための

３つの手立てを表している。その三つとは、「I（私の）」「idea（考え）」「eye（一目で分かる）」

である。「ひらめきiシート」(図１）では、児童一人一人が（Ｉ）、「知識・技能」と「考え方」（i

dea）の両方を結び付けて振り返ることで、根拠を明らかにして考え、表現できるようにする。ま

た、言葉だけでなく、絵・図、式などで関連付けて表現することにより、身に付けた「知識・技能、

考え方」を一目で理解することができる（eye）と共に、一人一人が必要な表現方法を身に付け、

課題解決に用いていくことができるようにする。

一覧表にした「ひらめきiシート」は、領域別にファイリングしていく。児童が使いやすいよう、

領域ごとに用紙の色を変え、厚口の用紙を利用するなど工夫する。学年ごとに積み上げていくこと

により、他の学年や単元との系統的な結び付きを持たせながら、より効果的に用いることができる。

＜数学的な考え方＞

どのように考え

たか、手順や根拠を

書く

＜知識・技能＞

何が分かったか、式

や答えなども書く

記述のポイント

☆ 単元の始めは、

キーワードや板書

を基に記述する。

☆ 自分の考えだけ

でなく、友達の

より良い考えや

表現を取り入れて

記述する。

☆ 互いの記述を

見せ合い、大切

な考えを書き

加える。

☆ 徐々に自分なり

の工夫をして記述

する。

＜表現＞

絵や図など身に

付けたい表現方法

を用いてかく

単元を終えて、

分かったことや

調べたいことや

生活に役立てたい

ことなどを

記述する。

活用のポイント

☆ 見通しを持つ

とき、既習事項

を想起したり、

似ている考えを

見付けたりする

☆ 解決・交流

するとき、手順

や根拠、表現の

仕方を確かめる。

※１単位時間の終末で児童が記述する

図１ 「ひらめきiシート」の記述例
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② 「ひらめきiシート」のよさやねらい

＜教師にとってのよさやねらい＞

○ 「ひらめきiシート」に表現させたい記述を検討することで、単元の目標と共に、単元で活

用し、身に付ける「知識・技能、考え方」を明確にして単元構想を行うことができる。

○ 学年や単元の系統性、本時のねらいを踏まえて、「知識・技能、考え方」を活用し、身に付

けるための学習活動を設定し、発問や手立ての工夫を行うことができる。

○ 「ひらめきiシート」の記述を基に、児童一人一人の習得状況を段階的に評価し、指導に生

かすことができる。

＜児童にとってのよさやねらい＞

○ 「ひらめきiシート」を用いることで、既習事項を「一目で」確かめ、見通しを立てたり、

解決したり、説明したりする活動を主体的に行えるようになる。

○ 「まとめる」過程において、より良い考え方「idea」や表現方法を自分の言葉「Ｉ」で再現

することにより、「知識・技能」だけでなく、「どのように考えたか」を身に付けることがで

き、筋道を立てて、表現する力を高めることができる。また、自分の言葉で表現したものは、

自分が理解ができた内容であり、次時以降の学習で活用しやすい。同時に、理解できていない

内容に気付き、自己評価ができる。

○ 「知識・技能、考え方」について、他の学年や単元の系統的な結び付きを踏まえて、理解が

深められる。

③ 「知識・技能、考え方」を明確にした単元構想と「ひらめきiシート」の関わり

「ひらめきiシート」は、授業で行う全体のまとめや振り返りではなく、児童一人一人が図や言

葉で表現するものである。記述する内容は、筋道を立てて考え、表現する力を身に付けるために、

「知識・理解(分かったこと)」だけでなく「考え方（どのように考えたか）」を記述することを重

視し、それらを絵や図でも表現できるようにしていく。よって、本研究では、単元のねらいとなる

「数学的な考え方」を基に、いつ・どこで・どのような「知識・技能、考え方」を活用し、身に付

けるのかを明確にした単元構想を行う。さらに、単元構想において、１単位時間の学習のねらいを

達成できた児童の姿を、児童に表現させたい図や言葉として具体的に捉えていく。この児童に表現

させたい図や言葉が、１時間の「まとめ」の過程で行う「ひらめきiシート」の記述に現れれば、

学習のねらいを達成できたと評価することができる。このような単元構想を行うことによって、学

習のねらいを達成するだけでなく、「知識・技能、考え方」を活用し、筋道を立てて考え、表現す

る力を身に付けることを意識化・具体化した学習指導の工夫が行えるようになると考える。

活用し、身に付ける「知識・技能、考え方」を明確にした単元構想の具体的例は、「Ⅴ 研究の

計画と方法」の「４ 単元の目標及び評価規準」及び「５ 指導計画」に示す。

２ 先行研究とのつながり

(1) 授業で用いる「数学的な考え方」

本研究では、類推・帰納・演繹の三つの「数学

的な考え方」に加え、筋道を立てて考える問題解

決の過程で多く用いられる「数学的な考え方」に

ついて、片桐のものを参考に取り入れた。授業で

取り入れる際には、児童に分かりやすい表現で示

すこととした(次ページ、表１)。そして、筋道を

立てて問題解決をしていく上で、どのような「数

学的な考え方」を用いて考えを進めていくのかを、

「考え方カード」（図２）を提示することによっ

て、視覚化・意識化できるようにする（図３）。

図２ 「考え方カード」の例

図３ 「考え方カード」の提示の様子
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表１ 本研究で取り入れた「数学的な考え方」と

授 「数学的な考え方」についての片桐の捉え 授業で子どもに示した表現

業 類推的な考え方 見通しを立てるとき、解決の仕方を発見すると 習ったことと同じように考え

で きに、性質や法則、解決の方法について似寄りの る。

子 ものを思い出し、同様のことがいえるのではない

ど かと思考を進める考え方。

も 帰納的な考え方 データを集めてルールや性質を見付け、全体で いろいろ調べる。

に 成り立つか考えたり、新しいデータで確かめたり きまりを見付ける。

示 する考え方。

し 演繹的な考え方 いつでも言えることを主張するとき、すでに分 分かっていることを使って考

た かっているものを基にして、その正しいことを説 える・説明する。

表 明しようとする考え方。

現 統合的な考え方 ばらばらなものを、より広い観点から同じもの 似ている・同じを見付ける。

としてまとめていこうとする考え方。

一般化の考え方 ある概念の適用範囲を広げる。一般的な性質を いつでも言えるか考える。

見出し、さらに集合全体への一般性を求めていく。

式・図に表す考え 式・図化することによって正しく捉えたり扱い 式に表す。

やすくなったりするようにする考え方。 絵や図に表す。

３ 研究構想図

「ひらめき シート」に

自分の言葉で
振り返る

「ひらめき シート」で

解決に使えそうな考えを
見付ける

筋道を立てて考え、表現する児童

答えは出せても、
説明はどうしたらよいか、
分からないな。

児童の
実態 一人一人の筋道を立てて

考え、表現する力を
高めることができない。

教師の
悩み

私
Ｉ

考え
ｉｄｅａ

一目で
eye

i

i

i

前に習った
この考え方が
使えそう

つ
か
む

「ひらめき シート」で

考えの根拠や手順を
確かめる

解
決
・
交
流
す
る

こんなふうに
説明すれば
いいんだな

ま
と
め
る

○○の考えが
分かりやすかったな

i

＜群馬県の課題＞ 全国学力・学習状況調査Ｂ問題に課題
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Ⅴ 研究の計画と方法

１ 授業実践の概要

対 象 研究協力校 小学校第５学年 39名

実施期間 平成26年10月７日～10月30日 14時間

単 元 名 「図形の面積」

２ 抽出児童

問題解決の見通しを立てたり、自分の考えを表現することに苦手意識がある。「ひらめきiシート」を手

立てとして、類推的に考えて見通しを立てたり、身に付けた「知識・技能、考え方」を基に、演繹的に考

え、根拠を明らかにしたりする活動を繰り返し行い、自ら思考する態度を身に付け、見通しを立て、筋道

を立てて考え、表現できる力を高めていく。

問題解決の見通しを立てたり、自分の考えを表現することができる。「ひらめきiシート」を手立てとし

て、自ら類推的に考えて見通しを立てたり、友達の考え方と比べてより良い考え方や表現を取り入れたり

する活動を通して、自らより適切な見通しを立て、筋道を立てて考え、数学的な表現を用いて分かりやす

く表現できる力を身に付けていく。

３ 検証計画

検証項目 検証の観点 検証の方法

１単位時間の「つかむ」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、解決に使えそうな ○事前調査

見通し１ 「知識・技能、考え方」を、見付けたり確認したりする活動を取り入れたことは、自ら適切な ○学習活動の観察

見通しを持つことに有効であったか。 ○ワークシートの

１単位時間の「解決・交流する」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、解決に使え 記述

見通し２ そうな「知識・技能、考え方」を基に、根拠や手順などを確かめながら考え、説明する活動を ○「ひらめきiシ

取り入れたことは、自ら根拠を明らかにして考えたり、表現したりすることに有効であったか。 ート」の記述

１単位時間の「まとめる」過程において、「ひらめきiシート」に、本時で学んだ「知識・技 ○事後調査

見通し３ 能、考え方」を図や言葉で記述する活動を取り入れたことは、自ら分かったことを振り返り、

より良い考えや表現を取り入れて、筋道を立てて表現することに有効であったか。

４ 単元の目標及び評価規準

目 いろいろな図形の面積を、倍積変形、等積変形などによって既習の図形に帰着させて考えたり、自分の

標 考えを、具体物や言葉、数、式、図を用いて説明したりすることを通して、平面図形の面積を、計算によ

ってより良い方法で求められるようにする。

算数への 関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解

評 既習の正方形や長方形 既習の正方形や長方形 求積公式を活用し、平行 平行四辺形や三角形、

の求め方に帰着させ、平 の求積方法を基にして、 四辺形や三角形、台形、 台形、ひし形の面積の求

価 行四辺形や三角形、ひし 等積変形や倍積変形、分 ひし形の面積を求めるこ め方や求積公式の意味を

形、台形の面積を求める 割の考えを使って、平行 とができる。 理解している。また、平

規 よさに気付き、進んで活 四辺形や三角形、台形、 面図形の面積の大きさに

用しようとしている。ま ひし形の面積の求め方を ついての豊かな感覚を持

準 た、三角形、平行四辺形、 考えたり、説明したり、 っている。

ひし形、台形の面積の公 公式をつくり出したりし

式を導き出そうとしてい ている。

る。

＜単元で身に付ける主な「数学的な考え方」＞

類推的な考え面積公式の分かる図形に帰着させれば、面積が求められる考え。

演繹的な考え既習の面積公式を使って、いろいろな図形の面積を求める考え、説明すること。

帰納的な考えいくつかの考え方から、共通するきまりを見付け、面積公式を導き出す考え。

その他の考え図形を分割する、動かす、増やすなど変形する（等積変形・倍積変形）考え。

その他の考え図形を回転させる、反転させる（底辺を変えても、面積は変わらない）考え。

※その他の考えは単元に応じて事象を数理的に捉え、処理していく学習活動で着目する考え方とする。

Ａ

Ｂ
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平行四辺形の面積＝長方形の面積

＝たて×横

＝４×６

＝２４ ２４㎠

５ 指導計画

小 時 学習過程で用いる 主な学習活動（○）
単 間 活用する 「数学的な考え方」と 研究に関わる主な学習活動（◎）
元 「知識･技能、考え方」 身に付ける主な 児童に振り返らせたい

「知識・技能、考え方」 「ひらめきiシート」の記述例

１ １ ・長方形の面積公式 類推的な考え ○住宅地図を示し、いろいろな図形の面積を求め

・面積の意味 ・複合図形の求め方と るという単元の学習の見通しを持つ。

平 ・長さの測定 同じように考えるこ ○平行四辺形の面積の求め方を考える。

行 ・面積公式が分かる と ◎「ひらめきiシート」を用いて、複合図形の求積

四 既習の図形に変形 ・平行四辺形を分割す 方法が使えないか見通しを立て、その考え方を

辺 する考え る、動かすなどして 基に根拠を明確にして考え、説明する。

形 ・既習の面積公式を 長方形に変形する考
の 基に、考え、説明 え
面 する演繹的な考え 演繹的な考え
積 ・平行四辺形の面積を

長方形の面積の求め
方を基に考え、説明
すること

２ ・長方形の面積の公 類推的な考え ○平行四辺形の面積を求めるために、必要な長さ

式 ・複合図形の求め方と を考える。

・面積の意味 同じように考えるこ ◎「ひらめきiシート」を用いて、前時の平行四辺

・長さの測定 と 形の求積方法から見通しを立て、いくつかの平

・面積公式が分かる ・平行四辺形を分割す 行四辺形の面積を求める。

既習の図形に変形 る、動かすなどして ◎共通するきまりについて話し合い、面積公式を

する考え 長方形に変形する考 導き出す。

・いくつかのものか え
らきまりを見付け 帰納的な考え
る帰納的な考え ・いくつかの平行四辺

形の面積を求めるこ
とを通して、きまり
を見付け、面積の公
式を導き出すこと

３ ・平行四辺形の面積 類推的な考え ○平行四辺形の「底辺」と「高さ」について理解

の公式 ・合同な図形の回転や を深める。

・高さの意味 反転などの見方から、 ◎「ひらめきiシート」を用いて、合同な図形の回

・長さの測定 底辺を変えたときの 転や反転などの見方から見通しを立て、図形の

・図形を回転させる、 面積について考える 向きを変えたときの面積について考え、説明す

反転させる見方 こと る。

・図形の見方が変わっ
ても、面積は変わら
ないという見方

４ ・平行四辺形の面積 類推的な考え ○高さの分かりづらい平行四辺形の面積の求め方

の公式 ・平行四辺形を分割す を考え、「高さ」について理解を深める。

・高さの意味 る、動かすなどして ◎「ひらめきiシート」を用いて、前時までの平行

・長さの測定 長方形や高さの分か 四辺形の求積方法から見通しを立て、その考え

・面積公式が分かる る平行四辺形やに変 方を基に考え、説明する。

既習の図形に変形 形する考え
する考え 演繹的な考え

・既習の面積公式を ・高さの分かりづらい
基に、考え、説明 平行四辺形の面積の
する演繹的な考え 求め方を長方形や高

さの分かる平行四辺
形の面積の求め方を
基に考え、説明する
こと

・平行四辺形の高さは、
底辺と向かい合った
平行な辺の間の長さ
である図形の見方

平行四辺形の面積
平行四辺形の面積は、

切って動かす考えを使って、

長方形に形を変えれば、

面積が求められる。

平行四辺形の面積の公式 平行四辺形の面積の

は、長方形の面積の

公式をもとにすると、

たて×横を底辺×高

さと置き換えて表せ

るんだな。

平行四辺形の底辺と高さ 底辺が決まると高さ

が決まるんだな。底

辺をどこにしても、

面積は同じなんだ

な。

平行四辺形の高さ 高さが分かりにくい平行四辺

形も切ってずらす考えを使っ

て、長方形や平行四辺形に

形を変えれば、面積が求め

られるんだな。

平行四辺形の高さは、底辺と

底辺と向かい合う辺の平行線

の間の長さなんだな。
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５ ・平行四辺形の面積 演繹的な考え ○住宅地図の図形の面積についての活用問題を解

の公式 ・公式を使って面積か き、既習事項を用いて説明する。

・平行四辺形の高さ ら底辺や高さを求め ◎「ひらめきiシート」を用いて、既習の「知識・

の意味 ること 技能、考え方」を基に見通しを立てたり、根拠

・平行四辺形の長さ 演繹的な考え を明らかにして説明したりできるようにする。

の測定 ・平行四辺形の高さは
平行線の間の長さで
あることを使って底
辺と高さが同じなら
ば面積が同じである
ことを説明すること

２ ６ ・長方形、平行四辺 類推的な考え ○三角形の面積の求め方を考える。

形の面積の公式 ・複合図形や平行四辺 ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四辺形の求

三 ・長さの測定 形の求め方を基にい 積方法から見通しを立てたり、他の方法がない

角 ・面積公式が分かる くつかの方法で見通 か考えたりして、既習の考え方を基に根拠を明

形 既習の図形に変形 しを立て、考えるこ 確にして考え、説明する。

の する考え と ◎共通するきまりにつ

面 ・既習の面積公式を ・三角形の面積を分割 いて話し合い、面

積 基に、考え、説明 する、動かす、増や 積公式を導き出す。

する演繹的な考え すなどして長方形、
平行四辺形に変形す
る考え

演繹的な考え
・三角形の面積を、長
方形や平行四辺形の
面積の求め方を基に
考え、説明すること

帰納的な考え
・平行四辺形と同じよ
うに、いくつかの考
え方からきまりを見
付け、面積の公式を
導き出すこと

７ ・三角形の面積の公 類推的な考え ○三角形の「底辺」と「高さ」について理解を深

式 ・合同な図形の回転や める。

・高さの意味 反転などの見方から、 ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四辺形のと

・長さの測定 底辺を変えたときの きと同じように、合同な図形の回転や反転など

・図形を回転させる、 面積について考える の見方から見通しを立て、図形の向きを変えた

反転させる見方 こと ときの面積について考え、説明する。

・図形の見方が変わっ
ても、面積は変わら
ないという見方

・長方形や平行四辺 類推的な考え ○高さの分かりづらい三角形の面積の求め方を考

８ 形、高さの分かる ・三角形を分割する、 え、「高さ」について理解を深める。

三角形の面積の公 動かす、増やすなど ◎「ひらめきiシート」を用いて、前時までの図形

式 して長方形や平行四 の求積方法から見通しを立て、その考え方を基

・高さの意味 辺形、高さの分かる に考え、説明する。

・長さの測定 三角形に変形する考
・面積公式が分かる え
既習の図形に変形
する考え

平行四辺形の公式の利用 平行四辺形の公式を使えば面

積から底辺や高さが分かる。

□×８＝４８

□＝６ で、高さは６ｃｍ

平行四辺形の高さは、底辺

と底辺と向かい合う辺の平

行線の間の長さだから見か

けはちがうけれど、あとい

は面積が同じです。

三角形の面積の公式

三角形の面積は、平行四辺

形の時と同じように、切って

動かす考え方を使って、長方

形に形を変えれば面積を求

められるんだな。

三角形の面積の公式は、平

行四辺形（長方形）の面積

の公式をもとにすると、底辺

×高さを、底辺（横）×高さ

（たて）÷２と置き換えて表せ

ばいいんだな。

三角形の底辺と高さ 平行四辺形と同じで、三

角形の底辺と高さも、底

辺をどこにするかで高さ

が決まり、底辺をどこにし

ても面積は同じなんだな。

三角形の面積は、合同な図

形を増やす考え方を使って

長方形や平行四辺形に形を

変えても、面積が求められる

んだな。
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・既習の面積公式を 演繹的な考え
基に、考え、説明 ・高さの分かりづらい
する演繹的な考え 三角形の面積の求め

方を長方形や平行四
辺形、高さの分かる
三角形の求め方を基
に考え、説明するこ
と

・三角形の高さは、底
辺と向かい合った頂
点を通る平行な辺の
間の長さであるとい
う図形の見方

９ ・三角形の面積の公 演繹的な考え ○住宅地図の図形の面積についての活用問題を解

式 ・公式を使って面積か き、既習事項を用いて説明する。

・三角形の高さの意 ら底辺や高さを求め ◎「ひらめきiシート」を用いて、「既習の知識・

味 ること 技能、考え方」を基に、見通しを立てたり、根

・三角形の長さの測 演繹的な考え 拠を明らかにして説明できるようにする。

定 ・平行四辺形と同じで、
三角形の高さは、平
行線の間の長さであ
ることを使って底辺
と高さが同じならば
面積が同じであるこ
とを説明すること

３ 10 ・長方形や平行四辺 類推的な考え ○台形の面積の求め方を考える。

形、三角形の面積 ・平行四辺形や三角形 ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四辺形や三

台 の公式 の求め方を基にいく 角形の求積方法から見通しを立てたり、もっと

形 ・長さの測定 つかの方法で見通し 他の方法がないか考えたりして、既習の考え方

の ・面積公式が分かる を立て、考えること を基に根拠を明確にして考え、説明する。

面 既習の図形に変形 ・台形の面積を分割す ◎共通するきまりについて話し合い、面積公式を

積 する考え る、動かす、増やす 導き出す。

・既習の面積公式を などして長方形や平
基に、考え、説明 行四辺形、三角形に
する演繹的な考え 変形する考え

演繹的な考え
・三角形の面積を、長
方形や平行四辺形の
面積の求め方を基に
考え、説明すること

帰納的な考え
・平行四辺形、三角形
と同じように、いく
つかの考え方からき
まりを見付け、面積
の公式を導き出すこ
と

４ 11 ・長方形や平行四辺 類推的な考え ○ひし形の面積の求め方を考える。

形、三角形の面積 ・長方形や平行四辺形、 ◎「ひらめきiシート」を用いて、平行四辺形や三

ひ の公式 三角形などの求め方 角形などの求積方法から自ら見通しを立て、既

し ・長さの測定 を基にいろいろな方 習の考え方を基に、いろいろな考え方で解決し

形 ・面積公式が分かる 法で見通しを立て、 たり、説明したりできるようにする。

の 既習の図形に変形 考えること ◎共通するきまり

面 する考え ・ひし形の面積を分割 を話し合い面積

積 ・既習の面積公式を する、動かす、増や 公式を導き出す。

基に、考え、説明 すなどして長方形や
する演繹的な考え 平行四辺形、三角形

などに変形する考え

高さが分かりにくい三角形も

切ってずらしたり、合同な図

形を増やしたりする考えを

使って、長方形や平行四辺

形に形を変えれば、面積が

求められるんだな。

三角形の高さは、底辺と底辺

と向かい合う頂点を通る平行

線の間の長さなんだな。

三角形の公式の利用 平行四辺形と同じで、三

角形も公式を使えば面積

から底辺や高さが分かる。

１０×□÷２＝２４

１０×□＝４８

□＝４８÷１０ で、

□＝４．８ 高さは４．８ｍ

平行四辺形と同じで、三

角形の高さも、底辺と底辺

と向かい合う頂点を通る

平行線の間の長さだから

見かけはちがうけれど、面

積が同じです。

台形の面積の公式
台形の面積は、切ってずら

す考えや分ける考えや同じ

図形を増やす考え方を

使って長方形や平行四辺形

や三角形に形を変えれば、

面積が求められるんだな。

台形の面積の公式は、平行

四辺形（長方形、三角形）の

面積の公式をもとにすると、

（上底＋下底）×高さ÷２と

置き換えて表せばいいんだ

な。

ひし形の面積は、切ってずら

す考えや分ける考えや同じ

図形をつけ加える考え方や

頂点をずらす考え方使って

長方形や平行四辺形や三

角形に形を変えれば、面積

が求められるんだな。

三角形の高さ

ひし形の公式
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演繹的な考え
４ 11 ・ひし形の面積を長方

形や平行四辺形、三
ひ 角形の面積の求め方
し を基に考え、説明す
形 ること
の 帰納的な考え
面 ・台形などと同じよう
積 に、いくつかの考え

方からきまりを見付
け、面積の公式を導
き出すこと

・対角線を使って求め
ても、面積は変わら
ないという考え

５ 12 ・既習の図形の面積の公 類推的な考え ○多角形の面積の求め方を考える。

式 ・多角形は、対角線で ◎「ひらめきiシート」を用いて、既習の図形の求

求 ・高さの理解 三角形に分割できる 積方法や多角形を既習の対角線で分割する考え

積 ・対角線の意味 考え など、いろいろな考え方からより良い考え方を

方 ・既習の図形に変形する 演繹的な考え 選んで見通しを立て、解決し説明できるように

法 考え ・多角形は、三角形の する。

の ・多角形の対角線で分割 面積公式を使えば、 ◎いろいろな考え方からどんな多角形でも面積を

工 すれば、三角形になる 面積が求められる考 求められるき考え方を見いだす。

夫 考え え
・既習の面積公式を基 一般化の考え
に、考え、説明する演 ・どんな多角形でも、
繹的な考え 対角線で三角形に分

割すれば、面積が求
められる考え

６ 13 ・既習の全ての図形 類推的な考え ○多角形の面積の求め方を考える。

練 の面積の公式 ・多角形を分割する、 ○生活の場面と結び付けた活用問題（実際の学校

習 ・高さの理解 動かすなどして長方 の面積を多角形とみなして求める）を解き、既

・対角線の意味 形や平行四辺形、三 習事項を用いて説明する。

・既習の図形に変形 角形、台形などに変 ◎必要に応じて「ひらめきiシート」を用いて、単

する考え 形する考え 元で身に付けた「既習の知識・技能、考え方」

・多角形の対角線で 演繹的な考え を活用し、「なぜそうなるのか」の根拠を説明

分割すれば、三角 ・多角形の面積を、長 できるようにする。

形になる考え 方形や平行四辺形、 ○単元末の「練習問題」を解いて、習熟を図る。

・既習の面積公式を 三角形や台形などの
基に、考え、説明 面積の求め方を基に
する演繹的な考え 考え、説明すること

一般化の考え
・どんな多角形でも、
対角線で三角形に分
割すれば、面積が求
められる考え

７ 14 ・本単元までに身に ○本単元で身に付けた「知識・技能、考え方」を評価する短答式、記
付けた「知識・技 述式の問題に取り組む。

評 能、考え方」 ＜問題例＞
価
テ
ス
ト

対角線を用いて面積を求める

こともできるんだな。

ひし形の公式 ひし形の面積の公式は、平

行四辺形（長方形、三角形）

の面積の公式をもとにすると、

対角線×対角線÷２と置き

換えて表せばいいんだな。

どんな多角形も、三角形に分

ければ、三角形の面積公式

を使って、面積を求めること

ができる。

多角形の面積の求め方

学校の土地の面積の求め方

右の図形について次の２つのことが言えるわ

けを説明しましょう。

(1) 四角形アイウエの面積は、長方形

カキクケの面積の半分になっている。

(2) ひし形と同じで、四角形アイウエ

の面積は「対角線×対角線÷２」で

求められる。

どんな土地（多角形）も、面積

公式や三角形に分けて求め

る方法を使えば、面積を求め

ることができる。
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 『１単位時間の「つかむ」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、解決に使えそうな「知

識・技能、考え方」を、見付けたり確認したりする活動を取り入れれば、自ら適切な見通しを持つ

ことができる』ことについての結果と考察

(1) 結果

第１時の「つかむ」過程では、第４学年の「知識・技能、考え方」を活用して、平行四辺形の面

積を求める学習を行った。適切な見通しを持つために「ひらめきiシート」を用いて以下の全体交

流を行った。

Ｔ ：平行四辺形の面積を求めたいけ
れど、どうしたら良いかな。

Ｓ１：マスを数えればいいよ。
Ｔ ：面積は、マスを数えれば求めら

れるんだ。
Ｓ２：平行四辺形は、斜めの辺がある

から数えるのは大変だよ。
Ｓ３：でも、半端なマスどうしをくっ

つければ数えられるよ。
Ｔ ：数えられる？やってみよう。
Ｓ４：２４こだから２４㎠だ。
Ｓ５：２４こにならないよ。
Ｔ ：数え違いが出てしまうね。

もっと簡単に正しく求める方法
はないかな。

Ｓ３：長方形や正方形は公式で求めたよ。
Ｔ ：面積は公式で求められるんだね。

でも、長方形でも正方形でもない、平行四辺形のように公式が分からない図形の面積はどのように
求めたらいいのかな。前に学習したことで使えそうな考え方はないかな。
―児童忘れている様子―

Ｔ ：忘れてしまったようだね。全員でひらめきiシートを見て見付けてみよう。＜考え方カードの掲示＞
―複合図形の学習を想起する―

Ｓ６：｢長ぐつ形｣（複合図形）の面積を求めたときは、図形を分けて、面積を求めたよ。
Ｔ ：「長ぐつ形」の「分ける」考え方が使えそうと言っているけれど、どうかな。この考え方で平行四辺

形の面積を求められるかな。隣同士で相談してごらん。

―ひらめきiシートを用いて話し合う―

Ｔ ：どうすれば良いか言える人。

Ｓ７：平行四辺形も長ぐつ形の「動かす｣考えを使えば、長方形になるので面積が求められると思います。

―何人か発表する― ＜考え方カードの下に児童から出たキーワードを板書する＞

Ｔ ：それではどんな方法で解決できそうか選んで、自分の見通しを立ててみよう。

第１時ではマス目の入った図形を使っ

たため、ほとんどの児童が単位面積を数

える考え方を挙げたが、実際に数えると、

正しく数えられない児童が９人(23％）い

た。しかし、面積公式を使う考え方に気

付かない様子が見られたため、「習ったこ

とと同じように考える(類推的な考え方)」

を問いかけ、「考え方カード」を掲示した

（図４）。そして、第４学年の「ひらめき

iシート」を用いて（図５）、「複合図形」

の考え方を見付け、全体で共有した。その結果、友達の発言や「考え方カード」に対応させて板

書したキーワードを基に、「切って動かして長方形にする（等積変形）」というより適切な見通し

を立てられた児童は38人（97％）、立てた見通しで答えを導き出せた児童は32人（82％）となっ

た。また、数える考え方で正しく答えを求められなかった児童９人のうち、２人が公式を利用す

＜問題＞ ＜考え方カード＞

長ぐつ形の面積 長方形の公式

＜児童の考え＞ 切って動かす

平行四辺形の面積の求め方を考えよう

習ったことと

同じように考える

分かっていることを

使って考える

図４ 第１時の板書と「考え方カード」に対する児童から出たキーワード

図５ 第４学年で学習した「複合図形」の「ひらめきiシート」

※今回は、教師が作成
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る考え方で答えを求めることができた。第

１時では、類推の考えや見通しを立てる思

考の流れを示すために、教師の発問により

やや誘導的になる場面が多かった。

第５時では、平行四辺形の面積公式の適

用問題で見かけは違うが面積は等しい平行

四辺形を選ぶ問題を行った。第２時～４時

で見通しを立てること慣れてきたため、「ひ

らめきiシート」用いて個人で自ら見通し

を立てた。その際、既習の「知識・技能、

考え方」を活用して「底辺と高さが等しけ

れば面積は等しい」「平行線の間はどこも

同じ長さ」など、見通しの根拠を示せた児

童（図６）は20人（51％）、公式を使って

計算した児童が14人（36％）、「見た目は違

っても面積は等しい」という根拠の一部を

示せた児童が２人（５％）、見通しを立て

られなかった児童は２人（5％）であった。

第６時では、三角形の面積を求める学習

を行った。見通しを立てる活動に主体的に

取り組めるようになり、「考え方カード」

を掲示すると同時に複数の見通しを挙げら

れるようになった。また、平行四辺形では

使わなかった「ふやす（倍積変形）」考え

（図５、前ページ）を「ひらめきiシート」

で確かめた。そのため、既習の「知識・技能、考え方」を活用して、自力で見通しを立てられた

児童が35人（90％）、そのうち27人が「増やす」考え（倍積変形）を使って解決した。答えを求

められた児童は39人(100％）となった。そのうち立てた見通しで答えを求めた児童は34人（87％）、

それ以外の考え方で答えを求めたのが５人（13％）だった。さらに、「切って動かす（等積変形）」

から「増やす（倍積変形）」に変えた児童が３人いた。このように「ひらめきiシート」によって、

解決につながる適切な見通しを選んだり、新しい考え方を積極的に取り入れて見通しを立てたり

できるようになった。

第９時では、第５時と同じように三角形の面積公式の適用問題で、見かけが違うが面積は等し

い三角形を選ぶ問題を行った。「ひらめきiシート」用いて個人で見通しを立て、既習の「知識・

技能、考え方」を活用して「平行な線の間の長さは等しい」「底辺と高さが等しければ面積は等

しい」など、明確な根拠を示せた児童（図７）は30人（77％）と増え、根拠の一部を示した児童

が７人（17％）、見通しが立てられなかった児童は２人（5％）であった。

第10時の台形の面積では、１学期の単元の「ひらめきiシート」で、対角線で「分ける」考え

方を確かめた。そのため、「分ける」考え方で見通しを立てた児童が６人（15％）、第６時の三角

形の「増やす（倍積変形）」の考えが24人（61％）、「切って移動する（等積変形）」の考えが９人

（23％）、見通しを立てられなかった児童は０人であった。答えを求められた児童は39人(100％）

で、そのうち立てた見通しで答えを求めた児童は32人（82％）、それ以外の考え方で答えを求め

たのが７人（18％）で、それは「切って動かす」考えから、より分かりやすい「増やす（等積変

形）」や「分ける」考えに変わった児童であった。

図６ 既習事項を基に見通しの根拠明らかにした記述（第５時）

図７ 既習事項を基に見通しの根拠明らかにした記述（第９時）
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(2) 考察

「つかむ」過程では、類推的な考え方を意識して「ひらめきiシート」を用いて解決に使えそ

うな考え方を見付ける活動を繰り返し行った。「ひらめきiシート」が言葉だけでなく絵や図で視

覚的に確認できることが既習事項の理解を助け、一人一人が見通しを容易に立てることにつなが

ったと考えられる。そして、児童は自ら見通しを立てられるようになり、時間を追うごとに根拠

を明確にして考え、解決にそのままつながる、より適切な見通しを立てられるようになった。ま

た、自分の見通しではない他の見通しについても、「ひらめきiシート」によって容易に理解でき

たため、自ら、解決に適した見通しに変えることもできた。

また、単元構想を基に、活用させたい考え方や忘れてしまった既習事項を他の単元や他の学年

の「ひらめきiシート」を用いて繰り返し確かめることができた。このことは、既習事項を全員

がすぐに想起できるだけでなく、既習の「知識、技能、考え方」を系統的に結び付けて考え、そ

の理解を深めていくことに有効であると考える。

実践では全て全体交流で行ったが、「ひらめきiシート」は、児童が個人で試行錯誤したり、児

童同士で話し合ったりする活動にも活用できる。児童が「数学的な考え方」を意識しながら、自

ら見通しを持ち、課題解決する力を育てていけるよう活動を更に工夫したい。

２ 『１単位時間の「解決・交流する」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、解決に使え

そうな「知識・技能、考え方」を基に、根拠や手順などを確かめながら考え、説明する活動を取り

入れれば、自ら根拠を明らかにして考えたり、表現したりできる』ことについての結果と考察

(1) 結果

第10時では、「解決・交流する」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、自ら根拠を明ら

かにして解決し説明したり、他の考えの根拠を確かめたりするために以下のような活動を行った。

Ｔ ：いろいろな考え方で見通しが立

てられたね。では、選んだ考え

で解決してみよう。考え方や説

明の仕方が分からないときは、

考え方カードのキーワードや、

ひらめきiシートで確かめなが

らやってみよう。

－それぞれ個人でひらめきiシー

トで用いて解決している―

Ｔ ：いろいろな求め方ができたね。

では、考え方の説明ができる人。

Ｓ１：「切って移動する考え」を使って、平行四辺形にして求めました。＜図も示す＞

Ｔ ：「切って移動する」「平行四辺形にする」と、どのように考えたかしっかり説明できたね。Ｓ１さ

んは、ひらめきiシートのどの考えを基にしたのかな。指で示してごらん。

―全員でひらめきiシートで確かめ、平行四辺形の面積の求め方の考えを指さす。―

Ｔ ：そうだね。平行四辺形の面積の求めるときと同じ考えだね。この考えの式はどうなるかな。

全 ：８×２＝１６です。＜式を板書する＞

Ｔ ：そうだね。それでは、Ｓ２さんの解決したこの図は、どのように考えたのか説明できるかな。

Ｓ３：「増やす」考えを使って、平行四辺形にして最後に÷２をして一つ分にしました。

Ｔ ：÷２をした理由も「一つ分にする」という分かりやすい表現で説明できたね。

－どの考えも図・説明・式を結び付け、ひらめきiシートで根拠を確かめながら考えを交流するー

ー単元構想で捉えた大切な考えや表現を教師が価値付けながら、全体で共有できるようにするー

＜問題＞ ＜考え方カード＞

切って動かす 長方形 三角形

分ける 増やす 平行四辺形の公式

＜児童の考え＞ 切って動かす 増やす 分ける

習ったことと

同じように考える

分かっていることを

使って考える

台形の面積の求め方を考えよう

図８ 第１0時の前半の板書と「数学的な考え方」のキーワード
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第10時の台形の面積を求める学習では、「切っ

て動かす」「増やす」「分ける」の三つの考えが

見通しとして挙げられた。その中から児童は解

決方法を選び、「ひらめきiシート」の考えと比

べ、解決の手順や根拠、表現の仕方などを確か

めながら解決した。そして、「切って動かす」

考えは10人（27％）、「増やす」考えが23人（58

％）、「分ける」考えが６人（15％）で、全員が

自力解決し、根拠を明らかにして解決方法を説

明できた。児童Ｂは、「増やす」考え方を選び、

自分の「ひらめきiシート」の三角形の学習の振

り返り（図９―②）の記述を基に解決を進めた。

三角形の考え方の根拠を、台形に当てはめなが

ら、自ら解決を進めることができた（図10）。

また、交流する活動では、単元構想を基に、

教師が児童から出された根拠となる大切な考え

方やより良い表現などを価値付け、それらの考

え方や表現を全体で共有した。また、友達から

出た考えが、例えば「切って移動する」であれ

ば、「ひらめきiシート」（図９―①）で、平行

四辺形の考えを基にしたことを全体で確かめ、

他の考えをより良く理解するができた。

このように、「分かっていること使って考え、

説明する（演繹的な考え方）」という数学的な

考え方を意識させながら「ひらめきiシート」

を用いて解決する・交流する活動を繰り返し行

うことで、単元を通して以下のような児童の変

容が見られた（図11）。「自力解決において根拠

を明らかにして表現できた児童の変容」は、第

１時が単元構想で捉えた全ての根拠を記述でき

た児童が３人（７％）だったのに対し、第11時

では、35人（90％）となり、残りの10％の児童

も、いくつかの根拠を明らかにして解決し、表

現できた。また、第１時では、自分の考えの根

拠を説明できなかった児童が16人（40％）いた

のに対し、第10・11時では０人（０％）となり、

特に、表現が苦手だった児童に大きな変容が見

られたことが分かった。

(2) 考察

１単位時間の「解決・交流する」過程では、

「ひらめきiシート」を用いて、自他の考えの

根拠を明らかにして考えたり、表現させたりす

ることによって、表現する力を高めることがで

きたと考える。児童からは、『考え方が分から

ないとき「ひらめきiシート」を見るとどう考

図９ 児童Ｂが記述した「ひらめきiシート」

①

②

図10 児童Ｂの自力解決のワークシート（第10時）

図11 根拠を明らかにして表現できた児童の変容
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えれ良いかすぐに分かる』という声が聞かれ、自ら考え、表現できることの喜びも伝わってきた。

また、交流する活動でも、友達の考えの根拠を「ひらめきiシート」で確かめることで、友達の考

えを理解することができた。また、児童の考えの大切な考え方や良い表現を教師が価値付けること

で、自分の考えと比べ、取り入れることができた。その様子は次項の「まとめる」過程の結果と考

察で詳しく述べたい。

「つかむ」過程と同様に、解決する・交流する活動では、児童同士の伝え合いの活動にも「ひら

めきiシート」を活用できる。形態を工夫して、一人一人が表現できる場をより多く設定していき

たい。また、「ひらめきiシート」を用いながら解決することは、本当に自ら考え、表現したこと

になるのかという疑問もある。しかし、実践を通して分かったのは、身に付けた「知識・技能、考

え方」を繰り返し目で確認したり、「ひらめきiシート」の記述と比べながら表現したりすること

が、一人一人の「知識・技能、考え方」の確実な習得と、考え、表現する力を高めていくことにつ

ながっているということである。そして、繰り返し行う中で、徐々に「ひらめきiシート」がなく

ても、全員が自ら考え、表現できるようになると考えられる。

３ 『１単位時間の「まとめる」過程において、「ひらめきiシート」に、本時で学んだ「知識・技

能、考え方」を図や言葉で記述する活動を取り入れれば、自ら分かったことを振り返り、より良い

考えや表現を取り入れて、筋道を立てて表現することができる』ことについての結果と考察

(1) 結果

第10時では、「まとめる」過程において、「ひらめきiシート」を用いて、学習したことを自ら振

り返り、表現するために以下のような活動を行った。（第10時の「解決する」過程のの続きを示す。）

Ｔ ：三つの考え方が出されたけれ

ど、共通点は何だろう。

＜考え方カードの掲示＞

Ｓ１：みんな面積の求められる図形

に形を変えています。

Ｓ２：どれも（上の辺＋下の辺）

×高さ÷２になりました。

Ｔ ：そうだね。どれも、公式が分

かる図形にして面積を求めて

いるね。そして、どの式も、

同じ辺の長さを使った同じ式

に変えることができたね。

それでは、学習のまとめを

します。

―公式を板書し、上底・下底の用語を知らせる―

Ｔ ：今日の学習で良かった考えはどんな考えでしたか。

Ｓ３：三角形のときと同じで、「増やす」考えは、考えやすかったです。

Ｓ４：「増やす」考えは、公式の意味をそのまま表す図になるので分かりやすいです。

Ｓ５：ぼくは、分ける考えも簡単だと思いました。分け方もいろいろでおもしろかったです。

Ｔ ：なるほど。分ける考え方は、新しい考え方だったけれど、何人も挑戦できていたね。

では、良い表現はあったかな。

Ｓ３：増やす考えは、「最後に÷２をして一つ分にする」という表現が良かったです。

Ｔ ：それでは、台形の面積の求め方について、良い考えや表現を取り入れながら、分かったことを

ひらめきiシートにかきましょう。 ―それぞれ個人で分かったことを絵や図、言葉で記述する―

＜問題＞ ＜考え方カード＞

切って動かす 長方形 三角形

分ける ふやす 平行四辺形の公式

＜児童の考え＞ 切って動かす 増やす 分ける

・公式が分かる図形にしている

・台形の公式

(上底＋下底)×高さ÷２

習ったことと

同じように考える

分かっていることを

使って考える

にている 同じを

見付ける

台形の面積の求め方を考えよう

図12 第１0時の後半の板書と「数学的な考え方」のキーワード
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第10時の「まとめる」過程では、「考え方

カード」と共に、児童から出された大切な

考えを共有し、全体のまとめを行った。そ

の活動の後、児童は板書されたキーワード

をヒントに、一人一人が本時の学習を振り

返り返り、「ひらめきiシート」に図や言葉

を用いてまとめていった。児童Ｂは、ワーク

シートに記述した表現を、自らより良い表現

に直してに記述できた（図13）。また、解決

に用いた考えと別の考えを取り入れて記述す

る児童もいた(図14)。このように、「いつで

も言える（一般化の考え方）」などという数

学的な考え方を意識させながら、振り返り

の活動を行うことで、児童は「解決する」

過程で記述した自分の考えや表現をより良

くしたり、多様な考えを取り入れて表現し

たりする場を持つことができた。

児童Ａは、第１時では自力解決の記述が

式と答えだけだったが（図15）、「ひらめきi

シート」には、友達の考えなどから、根拠

を基に学習の振り返りができた。その時間

の振り返りが十分でない児童のために、次

の時間の導入で、大切な考えを根拠に表現

できていた児童の「ひらめきiシート」を紹

介し、書き足しや修正を行えるようにした。

児童Ａは、積極的に付け足しを行い、自力

解決や振り返りのときに、より良い表現が

できるようになった（図16）。そのため、単

元末に行った評価テスト（単元で身に付け

た「知識・技能、考え方」を評価する自作

問題）では、単元構想で捉えた全ての根拠

を記述し、自分の考えを分かりやすく説明

することができた（図17）。

このような活動を単元を通して行うこと

で、「解決する」過程の結果で示したグラフ

でも明らかなように、一人一人の筋道を立

てて考え、表現する力を高めることにつな

がった。また、単元末の評価テストの平行

四辺形の面積の求め方の説明で、単元構想

で捉えた全ての根拠を明らかにし解決でき

た児童は36人（92％）、三角形の求め方の説

明では、33人（84％）となった。

さらに、振り返りにおいて、他の考えを

取り入れて記述したことが、徐々に多様な

考え方を身に付けることにもつながり、そ

単元を通して見られた児童Ａの変容

いくつかの根拠を
基に説明

図13 より良い表現を取り入れた児童Ｂの記述

図14 新しい考えを取り入れた児童Ｃの記述

図15 児童Ａの第１時のワークシートの記述

図16 児童Ａの第６時におけるワークシートの記述

図17 児童Ａの単元末の評価テストの記述
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れらの成果が自力解決にも現れた（図18）。

また、「ひらめきiシート」は、評価にも

役立った。児童からは、「自分がどこまで分

かったか、どこが分からないかが分かる」「そ

の時間の学習をまとめる力が付く」など、

自己評価に役立った声が聞かれた。また、

教師も一人一人の記述であれば、個に応じ

て評価し、次の時間の指導に生かすことが

できた。さらに、「ひらめきiシート」の記

述を見せ合うことで、「そんな考えもあるん

だね」「その表現はいいね」と児童同士で認

め合い、理解を深める相互評価にも用いる

ことができた。

(2) 考察

１単位時間の「まとめる」過程では、「ひらめきiシート」に、自ら図や言葉で表現する活動を

通して、一人一人が学習を振り返り、より良い考えを見いだしたり、より良い表現を取り入れたり

して、筋道を立てて表現し直す場を与えることができた。これは、自力解決のときには、解決でき

なかったり、曖昧な表現だったりした児童にとっては、解決し直す活動となると考える。また、解

決できた児童は、新たな考えや別の考え方を身に付ける活動となると考える。教師も、一人一人の

記述から個に応じた指導を行うことができた。このような活動や指導・評価を、単元を通して繰り

返し行ったことで、根拠を明らかにして考え、表現する力を高め、多様な考えを習得することにつ

ながったと考える。

しかし、「ひらめきiシート」に言葉だけでなく、図なども結び付けて記述するには、時間を要

する。それでも児童は、『「ひらめきiシート」はとっても役に立つ』「一目で分かる」と言いなが

ら、大切な宝物のように、「ひらめきiシート」を記述する姿が見られた。主体的な活動は、児童

の意欲を高めると共に、学習内容の確実な習得にもつながると感じた。これらのことを踏まえ、「ひ

らめきiシート」は学年の実態や指導内容に合わせて、児童に記述させる内容を精選し、工夫して

取り入れる必要がある。学年ごとに、「ひらめきiシート」を取り入れた学習を積み重ねることに

よって、その効果は更に高まっていくと考える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ １単位時間の「つかむ」過程において、「ひらめきiシート」を用いたことで、児童は「類推

的な考え方」を意識しながら、解決に使えそうな「知識・技能、考え方」を自ら見付け、筋道を

立てて考え、より適切な見通しを持つことができた。

○ １単位時間の「解決する」過程において、「ひらめきiシート」を用いたことで、児童は「演

繹的な考え方」を意識しながら、解決に使う「知識・技能、考え方」を選び、自ら根拠を明らか

にして考え、表現したり、友達の考えを根拠を確かめながら理解したりすることができた。

○ １単位時間の「まとめる」過程において、「ひらめきiシート」に、児童は「一般化の考え方」

などを意識しながら、学習して分かった「知識・技能、考え方」を図や言葉で表現し、自らより

良い考えや表現を取り入れて、筋道を立てて、分かりやすく表現することができた。

○ 「ひらめきiシート」を用いたことで、児童の考え、表現する活動が主体的に変わり、単元構

想で明らかにした「知識・技能、考え方」を活用し、身に付ける指導の改善・充実ができた。

図18 解決に用いた考えの数と児童の人数の変化



- 18 -

２ 課題

○ 『活用し、身に付ける「知識・技能、考え方」を明確にした単元構想』を児童の実態に合わせ

て行うためには、教師自身が｢数学的な考え方｣や系統性を踏まえた「知識・技能、考え方」の理

解を深める必要がある。

○ 「ひらめきiシート」は、全学年で取り組むことでその効果が発揮されるため、学校全体で、

発達段階に応じて取り組ませていきたい。その際、記述にかかる時間を考慮し、学習内容や児童

の実態に合わせて記述させることを精選する必要がある。

○ 「ひらめきiシート」は、自ら試行錯誤しながら探したり、児童同士の交流活動（ペア・グル

ープ）交流など、更に児童主体の活動を取り入れていけるよう工夫したい。

Ⅷ より良い実践に向けての提言

「筋道を立てて考え、表現する力」を育てることは、算数科に求められている重要な課題である。そ

れらの力を育てるためには、日々の授業で、教師が児童にどんな「知識・技能、考え方」を身に付ける

のかを明確に持ち、児童が主体的な活動によって習得していける手立てと指導の工夫が必要である。

研究の実践を通して、「ひらめきiシート」は、一人一人の考え、表現する活動を主体的な活動へと

変え、筋道を立てて考え、表現する力を高めることができた。それだけでなく、児童の意欲をも高め、

学習内容の確実な習得につながる手立てであることが分かった。しかし、「ひらめきiシート」で考え

たり、表現したりする活動が主体的な活動となるためには、教師の取り入れ方の工夫が必要である。児

童が、自ら「ひらめきiシート」を活用したくなる問題の提示や発問、場の設定の工夫が必要である。

また、「ひらめきiシート」に、振り返り、表現するものは、児童が実感を伴って行った操作活動や思

考過程から自ら表出されるものでなければならない。教師が、「こういうことが分かったね」と児童に

与えるものであってはならない。児童自ら表現できるようにするためには、課題の設定や活動の内容、

展開の仕方などの工夫が必要である。このような指導の工夫がなされることで、「ひらめきiシート」

は児童の「筋道を立てて考え、表現する力」を高める手立てとして、有効に働く。

そして、「ひらめきiシート」は全学年で取り入れていくことで、系統性を踏まえて「知識・技能、

考え方」を結び付けて活用し、身に付けていくことができ、結び付けて身に付けたものは理解が更に深

まり、理解が深まればまた、活用しやすくなるという大きな効果も期待できる。学校全体で学年毎に積

み上げていけるよう共通理解を図り、実態に合わせて工夫して取り入れていただきたい。

学校全体で取り組むことによって、児童は、｢自分で考え、表現できることは楽しい」「自ら学んだ

ことが、新たな課題を解決する」「だから学ぶことが大切だ」ということを６年間で体験的に感得して

いく。このことは、児童が将来、困難な課題に出会ったときにも、自ら｢知識・技能、考え方」を活用

し、解決しようとする原動力となり、未来をたくましく生きることにつながっている。

『「知識・技能、考え方」を活用し、筋道を立てて考え、表現する力』を育てていく算数科の役割は

とても大きい。そのことを踏まえ、さらなる授業改善に取り組み、共に研究を進めていただきたい。
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